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講 演 要 旨

の 2 の 間 に ・難 艦 の 比 61Bl・382・i・ 從 つ て 舊 い もの の 方に偏 して 生 ず る ．
蕊伽 勲 で は 竓覇 ：八

分矗 内 で 行 は れ る ら しい 。

　訳 に ’ 丶 ナ ガ 妙 ラ tr
一

伽 曲 ・ 加 ・ ・ の 外傘 上 觸手 の 排列 を見 る と ， こ こ 辷も同 じ法 則 が 行は れ て を る

事 紛 る ・ 又 下 傘間の 求 1謄 の 長 糾 ・ 桐 じ事 親 ら機 ． 而 も樋 腰 る しい 地 方鐶 を示 し ．和 軸
縣 躍 鯲 の もの 畑 放軅 瀞 奈川 縣 三 驩 の もの は 不 規則 な 六 放嬲 を な す が ，前 者 で は 四 分區 談
者 で は 六 分區に就 い て 上 の 事が 見 ら れ る 。 同漾 の 事 は コ モ チ ク ラ ゲ Pro5・ stidevyyta 　Othata の 水管 （木 F
氏）・恥 廠 脇 ・ 軅 跏 の 觸 手 吶 田氏） で も行 は れ る如 くで あ る 。

又 ギ ン 妙 ク ラ ゲ P ・ rf ・・” a ・ mb ・ISa の 周縁 の 指状個蟲 の 排列は ，m 科 の 頭状 花序 の 筒 xe花等 と全 く同 じ
で ， や は り．上 逋の 法則 に從ふ事が知られ る。 子莖 に就 い て も同 樣 の 事 が 見ら れ るが ， 指 駄個蟲程 明か で な
い ・鷹 動物 に は 他 に も晦 の 働 ・あ る だ ら う． 岬 似 外 で は 規 瓢 ｝羸 ・ α 剛 緜 酬 噛 の 農 手

の 分躍 ・を記 して を る 働 雜 26 卷 225 瓦 大 正 3 年 ）が 洞 種 の 騒 で あ る
。

　　　　　　　　　　　　メ ダカの 貪餌 行動 に お け る耻 會的容易 化

　　　　　　　　　　　　　　　 小 野 嘉 明 （
．
丸 龜）

　
メ ダ カの 集團 状態 が ， その 個體 の 行動例 へ ばそ の 食餌行動に ど う膨響す る か をみ た の で あ る 。 材料 と し

て は 凝 生 の メ 勘 囓 長“
’・］　2− 3 ・m ） 45・ 匹 を ・鰍 して は dF ・ ・ ズ を用 ひ ，  ・ 勘 は ど の 實vaの

前に 慟 1 日醗 餅 せ られ ・餬 直 前 2 鯛 そ の 實驗矯 （水 の 容積 は ・ vue・ つ い て 5。・、，） に 移 さ
れ た ・ また演 齷 は 瀕 力 1 匹 に つ い て 15 匹 の me 計數 して ，m じ め 鵬 帥 に 容れ て お い た 。 贈
の 始め に ・こ の 餌旗 〜 塒 間の 食 餌時 間殖 谿 容器 喰 餌量 を測定 し t； ．そ こ で ，（・）先 づ ， 雕
形 ブ ラ ス a ・ビ 『カ r ・　 Y ヤ ー

レ ∫水麺 の 直徑 は 夫 嶺 る ）丙 に ・ 匹 つ つ 容れ ， そ の 食驪 を醍 して 各
々 の 閻 の 差 を し ら べ た が ・統 計學 臆 養 あ る差は 得 られ なか つ lt・の で ，・ 礁 件 の ドで は 澱 鮹 費 量 と

食餌量 と撫 關係だ とい へ る ・ zaに ・（2） 沢 一レ明 ・に 夫 ・ 2 鷺 集團 ，
4 囎 購 を勧 深 均 岫

eePftPts を 測定 し 濔 者 の 差 を し ら べ ・また 、 前 の 分離耀 噸 齷 との 灘 し ら・・た が ，ど 暢 合 に

も統計學 的 に 有藤 で あ
v
）

s
二の で ・

4 個體鯉 醴 は ・飃 鰡 贈 よ り も ， まt、談 都 艦 颶 よ り

も鰻 に 麹 し た とい へ る・つ まり譲 餌衛 の 爾 的容易化 が み ら れ た わ 亭ナで あ る
． こ こ で ， 雌 喰 餌

暈との 衵關係數 を もし ら べ た の で あ る f・1・　 C の 舗 攤 の トで は殆 t
’
・
　＃く無意義 で あつ た こ と を附 け 加 へ

て お か う ・ なほ ・ 容 器 の ・耀 は 26 ° − 28 ° t： で あつ た ． 飴 演 驗 は 同
一

噺 で 行 はが ，の で t 光度 ，振
蹴 ぞ・あ ・ 膿 ま で 掛 憲 ・ 保 た れ た で あち う諏 後に ， ・ の 鱠 鱗 易イヒに

・
一
） い て の 醐 は 繍 す る

が ，こ の 機構 の 最 も重要な る一
因 と し て 模倣 を 指 摘 して お か う。

　　　　　　　　　　　　双 麹類唾腺 ミ トコ ン ドリア の 異 常染 色

　　　　　　　　　　　　　　　高　　木　　俊　　藏 　　（名古 屋 ）

双 「em幼齷 腺の 細 胞及び核 は 甚 だ 大 きし・が ・ ・ ト ＝ y ド リ ア は 之 と
・
ド行關係 を示 す 。 と な く飾 で あ

る
。 唾腺 穹取 り出 して リ ン ゲ ル 液 に て 稀釋 せ る ヤ ヌ ス 縫 1 萬借液 に 浸す こ と約 20 分 に して ミ ト コ ソ ド リ

ア はxxqt こ 染 ま る ・ そ の 形 は D ・’
・s・rphi

’
a ・葦幽 に て 嗣 守獣 ，

　D 諏 伽 擁 ・ に て は 少 し 帳 く ，

’
ψ

’伽 繭 弓 ・ て は 短 撚 雄 す る ・ 啾 を ・ ・ の 畩 樅 の 幌 赤 ・ 萬鞭 ｝・て 購 に 麗 す る と微
1癩 粒鯲 ま る が それ は 大 さ ・ 形 汾 布に 於 て ヤ ・ 櫞 で 染 ま る もの と敏 し ， ・ ト ・ 。 ド ， ア 榊 断
に て も馳 せ られる こ と を 翻 す る ・ 野 ・ ま 娼 先 づ 中性赤 に て 染め た の ち ヤ 双 緑 で 染 める こ とが で き
る ・ 兩色素 の 混舗 液で 嫌 め る ・ と”；で き る ． 塒 暢 杏に は ・ ト ・ ソ F

’
　 s」
’
ア は 汚 い 讎 の 艶 を呈す

る・ 兩鰈 が 互 颱 を蜷 せ ざ 7
・・＄ftex−一方 は ミ・ ・ ン ド ・・ の 緬 馳 茄 ・梛 族 め るが 如 醐 恥

亀
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　 　 　 　 　 　 　 　 む

る こ と を 示す もの と も考へ 得 られ る 。恐 ら く ミ ト コ ソ ド リ ア の 化 學 的成分 が
一一

般 の 場 合 と多少 と も異 る た

め で あ
’
r
）

　
r
） と思はれ る o

・
なほ ミ ト コ ソ F リア の 中性赤 染色 の 例 として は GATENBY （1919） の 簡單 な記載を

見る の み で ある 。

　　　　　　　纎 毛 蟲 CDndylostoma 　sρatiosum の 分裂面 の 位置

　　　　　　　　　　　　　　 鉚　　生　　亮　　三 　　（尾 道）

　 　 　 の

　aondyl　／Ste”　a ・・1）gtio ・gum の 分裂 時 の 途中球 状 に 大核 が 鯉 まつ た 時期 に そ の 核 の
一部を或は 全部 を除き又

核を中心 2 して 前後 の 原形 質 を除 き損傷を 加 へ 爾生存 し分裂を續行す る飼體か ら該蟲 の 分裂 両 を確認 する

事が出來得 た 。 脚ち後部 の 娘個體に 新生 された 圍 口 部 の 前端 の 境界を横切 る 面が そ れ で 素人考 に も斯樣 に

豫 想 され る 齷で は あ る が 實 驗的 に そ の 面 を動か し得 ない こ とが 確證 され た 。分裂面 に 於 い て の そ の 分裂 の

カは非 常 に 旺 盛 で 體 の 如何 な る部分 の 原形質 の 損傷 に も殆 ど左右 され る もの で は ない 。それ を證明す る た
’

め に 詣種の 手 術を行っ た が そ の 結果 以 丁・の 結論が 出 た 。
L 大核が 球駅 に 逹す れ ば その 時期 に 大核 を除去

して も原形質 の 分裂は續 き無核 の 娘個 體 が 出廉 る ．
2．前分裂 體の 圍 口 部 の ト

’
位 に あ る後 部分裂燈 の 潤 口

部 の An ｝Lge を又大核が 球状 の 時期 こ於け る 分裂面 の 一部を 損傷す る こ とに よ つ て 核は そ の 分裂樣式 を 途

中で 變 更 し 原形 質 の 分 裂 も停 止 す る 。
＆ 損傷 を受けた原形質 の 部分は 分 裂時 の 核の 條件 に適する樣 ，本

來の 形｝状に復歸する こ とに 努 め る
。

4・後部 の 娘個體に 新 生 され た 圍 口 部の 最 ド端 を横 WJつ て 切斷すれ ば

分裂 は せ ず 口 を前後 の 兩端 ピそれぞれ備へ た畸形體 が 出來 る 。 6・そ の 際大核 は 分裂 を績行せ ん とす る力

と中 1ヒせ ん とす るカ とが相拮抗 し て 非常に 不 安定 の 賦態を示 す 。
6・結局後 部 の 新生 され た圍 口部 だけ を

残留せ しめ て 殘 餘 の 原形質 を除けば二 個 に 分裂 は せ ず 圉 口 部に 僅か ば か りの 殘蝕 の 原形質 を 添 加 す る こ と

に よ つ て 分 裂 は 完 成 され る。 7・後 部の 新生 され た 圍 口 部の 前牛を附加 して 切 籔すれば前部の 娘個體は そ

の 後端 は 髢泪 を 有す る か ，後端 に 透 明な組 織を有す る もの が 生 じ後端に 口 は 出來 ない が 後部娘個 盟の 組織

と して 最後 ま で 残在 し 淌 滅 しない 。
8．前 部の 娘 個 體 に 相當す る部分 の 中央部 に横に 傷 を入れれ ば核 の 不

等分 裂が行は れ前後 兩娘｛固體に 移入 され る核原基 の 量 に著 しい 差が現はれ る 。 郎ち前娘個體に 少な く後部

の それ に 多量 に 移行す る 。

」

’

兩 棲類に於 ける倍數體の 生 活 力 と生 殖腺の 分化

　　　　　　　　　　　　　　 川　 村　 智　 治 　 郎　　（置島）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
　受精卵 の 低褞處理 に よ つ て 得た 各種 の 倍數體及び モ ザ イ ク 體 の うち ， 今 日蓮に よ く威 長 した もの は有尾

類 ］）同質 3 倍睡 （ヰ モ y）．，　2）同質 ¢ 數一3 倍體 （ヰ モ リ）・3）異質 3 倍 te ・ヰ モ リ 9 × シ リ ケ ソ ヰ

モ リ δ）．無 尾類 ・ 4） 同 質 3 倍體 （ト ノ サ マ ガ ヘ ル ｝，
5＞ 同 質 2儔

一4 倍 體 （ト ノ サ マ ガ ヘル ハ 6）異 質

3 倍體 　ニ ホ ン ア カ ガ ヘル e × ヤ マ ア カ ガ ヘル 6 ）の 6 型 で あ る 。
ユ｝ 及 び 4） の 威長 度は 2 倍體 と略同

『

様 で
， 外 圍 に 對 す る 適應力 は 寧 ろ之 よ り勝 つ て ゐ る 樣に 見 え る

。
3 倍數 ヰ 毛 り で は雄 の 數が 甚だ少し・が ，

ト ノ サ マ ガ ヘ ル で は 母蛙 に よ つ て 性比 が 不 定で ある 。 精藁 の 大きさは ユ），4）共 に 2倍 體に 劣 らない が ・

第 ユ 硼 威數分裂が異常 とな り ， 性細胞 の 大部分が暹化す る の で ，精罎内 の 精子數は 甚だ 少い
。 卵禦 は 發 育

不 良そあ る が ，
宕 箇年以 上 電育ずる と個體 に よ つ て 少數 の 肥 大 L

’

た 卵 を 有す る に 至 る。か か る もの で は輪

卵管 の 發 育 もよ い の で ，蓉卵時期 に若干の 威熟卵を得る 事 が 出來 る と信ぜ られ る 。
2）は 幼生 時代 に 尾部

の 衷皮 に 少數 の 牟數細胞が 3 倍數細鮑 聞に 交 つ て ゐ る 事 を 發見 し た ／個狸 で ， 目 卜飼育中 で あ る 。 尾部が

多 少畸形で ある が ，發 育は 極 め て 顯 で X， る 。
5）は今 日迄 に 4 匹 得 られた 。 體 の ユ側が 2 借數で ・ 他

の 側が 4 倍 數細 胞が らな る 。 最初 の 2 箇年は略正 常 の 發 育を し た が ， その 後次 第 に 畸形 となつ た 。
2 匹

に矯，2 匹 は 雌 で あ る 。
3＞と 6）は 母親 の

’2 ゲ ！ ム ζ父親 の 1 ゲ ノ 轟 を有する もの で ， 發育は 母親 と大 ・

●
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